	構想設計図チェックシート

	
	項目
	チェックリスト
	ムダあり
	原因など

	１
	品質
	１）要求される制度（品質）に対して、構成するそれぞれのユニット（部品）の機能間にバラツキがないか
	
	そのためのデータ収集、データベースが重要

	
	
	２）必要以上の精度を要求していないか
	
	初期品のデータと、個差を測定し、データベース化する

	
	
	３）必要精度を保持する強度・剛性を確保しているか
	
	

	
	
	４）過剰品質になっていないか

　　機能の部分的な欠陥はないか
	
	設計試作でのデータ評価し、データベースにする

	
	
	５）組立・加工時の集積誤差の消去法は適正であるか
	
	

	
	
	６）調整・修正・後加工・後付けなどの作業が必要となっていないか
	
	これらはすべてムダであり、個々にムダとりをして原因を追究する

	
	
	７）経年使用でガタが出るような組付け・組合せになっていないか
	
	ライフサイクルの調査とデータが必要

	
	
	８）ポカミスを犯さないような設計になっているか
	
	PLクレームに発展することもある

	
	
	９）メンテなどで部品の取り替えが容易であるか
	
	分解、組立との評価も必要

	
	
	10）包装設計は、落下テスト及び運送・保管を考慮して行っているか
	
	包装破損で返品が多い。しかし、過剰品質ではコストアップ、落下テストを含むデータベースが必要

	
	
	11）品質確保のため、加工・組付け精度のバラツキを定めているか
	
	データベースに裏付けされたものであるか

	２
	環境

製造、

使用環境
	１）漏れ・飛散（水・油・光・ガス・蒸気・粉体・屑など）に対する対策は十分であるか
	
	

	
	
	２）リユース・リサイクル、廃棄物、排出物に対しての考慮ができているか
	
	分解・組立・保存の共存設計が必要であり、リユース部品のライフスタイルの考慮も

	
	
	３）溶接時の発生するガス、結露による接点腐蝕、リークなど起こりうる可能性について考慮しているか
	
	

	
	
	４）対水、対熱に対する対策はできているか
	
	

	
	
	５）対振動、対騒音、対地震、対風水害（台風）など必要な対策を考慮しているか
	
	

	
	
	６）静電気、腐食電流などに対する対策は十分であるか
	
	保証期間を待たずにクレームになることが多い

	３
	形状
	１）生産工法に適した形状になっているか
	
	大量生産（大ロット生産）、多品種少量生産（小ロット生産、１個流し）、変種変量生産、一品料理生産など

	
	
	２）表裏・前後・左右など、形状の選別を必要としない設計になっているか
	
	

	
	
	３）組付け・加工時に部品（ワーク）の供給、取出しがしやすい形状になっているか
	
	

	
	
	４）組付け・取付け・加工が容易で、位置精度が維持できる形状になっているか
	
	段取りしやすいこともポイント、固定できること（固定できないと簡易自動化、ロボット使用が困難）、加工：加工しにくい輪郭、過剰なデザインなど

	
	
	５）運搬・搬送に適した形状になっているか
	
	

	
	
	６）組立・分解が容易で、精度が維持できる形状になっているか
	
	組立性評価がいる。部品点数は減らす。ねじは１／２以下に減らす。分解・解体性を考慮

	
	
	７）加工精度が出しやすい形状になっているか
	
	出難い形状になっていないか。段替えしやすさも

	
	
	８）取り置き、搬送などで、キズのつきやすい形状になっていないか
	
	組付け相手にキズをつける形状になっていないか

	
	
	９）屑（スクラップ・廃棄物）が極少であり、材料歩留りがよい形状になっているか
	
	歩留り率の計算をする

	
	
	10）経年変化・くるいなどの発生しない形状になっているか
	
	

	
	
	11）ビビリ・キシミなどの音の発生し難い形状になっているか
	
	

	
	
	12）組付け・加工時に治具なしでも精度維持ができる形状になっているか
	
	治具は、精度維持以外の目的もある

	
	
	13）残材・廃棄材料や部品（在庫品）利用を考慮した形状になっているか
	
	その割合を公開する

	４
	加工・

組付け・

組立
	１）加工性について、設計の中で考慮しているか
	
	特に、加工性の悪い材料、ビビリ（振動）など

	
	
	２）必要以上の加工精度を要求していないか
	
	穴の中心距離公差に過剰な公差、Ｒ面取り公差など多い。設計のセンスが必要

	
	
	３）工具破損につながる加工の指示をしていないか
	
	穴あけでドリル破損、ねじ切削でタップ折れなど

	
	
	４）部品破損につながる加工品の設計をしていないか
	
	キーの破損、応力集中など

	
	
	５）不必要な部分の仕上げ加工の要求をしていないか
	
	仕上げマークのコストテーブルをつくる

	
	
	６）工法に適した精度要求になっていないか
	
	加工についての“べからず”集をつくる

	
	
	７）特殊な治工具、熟練を必要とする組付け、あるいは加工を要求していないか
	
	

	
	
	８）締結箇所の数、及び締結法について検討して設計しているか
	
	類似品を設計する場合、ねじは徹底的に減らす構想が必要である。分解も考慮して決める。部品の複合化の検討をして、締結数も減らす

	
	
	９）組付け、組立の作業方向及び順序は適正か
	
	上から直角に組み立てる

	
	
	10）持ち替え、転倒、回転などの発生しない取付け・組立法になっているか
	
	組立性評価シートをつくる

	
	
	11）後加工を必要としない部品、部品位置になっているか
	
	

	
	
	12）ユニットのサブ組立、ビルドブロック、スライドインなど組立調整を減らす組立設計になっているか
	
	

	
	
	13）仮置き、仮締め作業の必要ない組付け・取付け法になっているか
	
	

	
	
	14）手探りなど、目線が届かない組付け・取付けや加工作業を必要とする設計になっていないか
	
	無理な姿勢になるような組付け・加工も含む

	５
	排除
	１）機能を複合化して、部品をシンプルにしたり、なくせないか
	
	

	
	
	２）ブラケット、フランジ類はなくせないか
	
	

	
	
	３）締付箇所をなくせないか
	
	ねじ、ワッシャ、スポット、溶接、ハンダなど

	
	
	４）配線を集約化し、渡り線・端子線を排除できないか
	
	プリント基板では入出力端子の位置

	
	
	５）最先端の最新部品を使用し、シンプルな小型にできないか
	
	

	
	
	６）部材の持つ本来果たすべき使命と、現在果たしている使命を対比し、適正であるか
	
	本質的な働きをしていない部品は排除する

	６
	包装
	１）その包装の保護性能は適正か
	
	社内規格ができているか。定期的に見直しはしているか

	
	
	２）包装材料の選択は適正であるか
	
	

	
	
	３）包装容量は最小にし、適正な才数になっているか
	
	

	
	
	４）包装仕様に対して、単位・重量は適正であるか
	
	

	
	
	５）包装仕様は、開きやすく、リサイクル（リユース）しやすい仕様になっているか
	
	

	
	
	６）その包装仕様について、定期的に顧客の声を聞き、満足してもらっているか
	
	過剰包装は、特に嫌われる。また顧客が廃棄にかかる費用を把握しておく


